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郡 家逮跡 第85次

発掘調査報各言

2011

汁 戸 市 教 育 季 員 会



序

今回の調査地である御影は神戸市東部の六甲山南麓に所在 し、住宅地として

開発が進み、今では閑静な住宅街になっています。

ここ郡家の地は、古来、地名から「摂津国蒐原郡衡」の推定地と云われてきま

したが、郡衛と断定できる建物址は未だ発見されていません。 しかし、発掘調査

の結果、奈良時代から平安時代の建物址は数多く見つかるなど、当時のことが判っ

てきました。

また、多 くの調査により弥生時代後期から人々がこの地で生活を始めたことが

判り、現在まで連綿と生活が営まれています。

今回の発掘調査の成果をまとめました本報告書が地域の歴史研究、或は文化財

の保護・普及啓発の資料として、市民の皆様をはじめ、多くの方々に広 くご活用

いただければ幸いです。

最後にはなりましたが、発掘調査ならびにこの報告書の作成にご協力いただき

ました事業主である神鋼不動産株式会社ならびに関係諸機関に対 し、厚 くお礼

申し上げます。

年 3月

育 委 員 会
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例   言

1.本書は、神戸市東灘区御影町御影字城ノ前1427番 2で実施 した共同住宅建設に伴う郡家遺跡第85

次調査の発掘調査報告書である。

2,こ の調査は、神戸市教育委員会が株式会社島田組からの委託を受けて、現地調査を平成21年 10月

26日 から平成21年12月 18日 にかけて実施 したものである。調査対象面積は約510ピ (延べ1,000ぜ)

である。

3,現地での調査は神戸市教育委員会学芸員井尻 格が担当した。遺物整理は学芸員黒田恭正、佐伯

二郎 (平成21年度)、 西岡誠司 (平成22年度)が行った。本書の作成は井尻が行った。

4.現地での遺構写真撮影は井尻が行った。出土遺物の写真撮影は、神戸市埋蔵文化財センターにお

いて、西大寺フォトの杉本和樹氏が行った。

5。 本書に掲載 した位置図は、国土地理院発行の25,000分 の 1の地形図「西宮」 。「神戸首部」の一

部及び、神戸市発行の2,500分の 1の地形図「住吉」 。「六甲」の一部、明治18年測量仮製図

「神戸」『明治前期 。昭和前期 神戸都市地図』柏書房を使用 した。

6.本書に使用 した方位・座標は平面直角座標系第V系 (世界測地系)で、標高は東京湾中等潮位

(T,P.)で表示 した。

7.神戸市西区に所在する神戸市埋蔵文化財センターおいて出土遺物の水洗・接合・復元作業を行い、

併せて発掘調査報告書の作成をおこなった。

8.本書に関わる出土遺物及び図面等の記録類は、神戸市埋蔵文化財センターに保管 している。

9.発掘調査の実施ならびに本書の刊行に際 しては、共同住宅建設の事業主である神鋼不動産株式会

社に多大なるご協力を頂いた、記 して御礼を申し上げます。
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1.郡家遺跡の位置と環境

I

1

はじめに

郡家遺跡の位置と環境

地理的位置

地形環境

郡家遺跡は、神戸市東灘区御影町御影、御影町郡家、御影中町を中心とした

遺跡である。昭和54年度に大蔵地区において初めて遺跡の調査 (郡家大蔵遺跡

第 1次)が開始された。今日まで数十回にもわたる試掘調査 。発掘調査により

東西約800m、 南北約 lkmの広範囲に及ぶ弥生時代後期から中世までの集落遺

跡であることが判明している。

郡家遺跡の所在する神戸市東灘区は、兵庫県南東部に位置 し、市域中央部を

東西約30kmの長さをもつ六甲山地によって南北に分断されている。遺跡は、

六甲山麓の南側を流れる石屋川と住吉川により形成された複合扇状地の傾斜地

形に展開し、標高13mの扇状地から標高43mの段丘面上に立地 している。

現在では、市街地化が進み以前の景観が変わっているが、明治18年測量の仮

製地形図 (図 3)を概観 してみると周囲には村が点在 しているもの調査地周辺

は水田などの耕作地が広がっていたことが分かる。このことは発掘調査の成果

でも窺い知ることができ、中世以降は村落を形成 しつつも水田化されていたこ

とが分かってきている。

郡家遺跡周辺の地形環境は、六甲山麓を構成 している未固結な淡水成堆積物

と海成堆積物の砂礫や粘土からなる大阪層群が存在 している。 この土質は非常

に崩壊 しやすいことが特徴で、六甲山南麓を流れる河川の出水時には土石流を

伴 うことが多 く、扇状地を広い範囲に形成 している。(1)住吉川と石屋川が中世

以降に現在の位置に固定されるまでは、土石流が頻繁に発生 していたことが推

測できる。
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2.歴史的環境～周辺の主な遺跡～

2.歴史的環境～周辺の主な遺跡～

旧石器時代

縄文時代

弥生時代

古墳時代

奈良・平安時代

郡家遺跡の立地する神戸市の東部では、六甲山南麓から流れる住吉川、石屋

川やその他小河川に沿って旧石器時代から近世に至るまでの多 くの遺跡が立地

しているほど遺跡の密集度が高い地域でもある。

この時期に該当する遺跡は少なく、岡本北遺跡 (2)と 隣接する西岡本遺跡 (3)で

ナイフ型石器が出土 し、有茎尖頭器を採取 した滝ノ奥遺跡(4)が知 られている程

度である。

縄文時代早期の遺跡でもある西岡本遺跡(5)で は、高山寺式の押型文土器を伴

う竪穴住居址 2棟を確認 している。郡家遺跡御影中町地区(6)の 土坑からは高山

寺式土器が出土 している。また、丘陵上の申新田遺跡(7)で は、石鏃や狭状耳飾

など前期と推定される遺物が採集されている。標高 3mの沖積低地に立地する

本庄町遺跡 (8)は、縄文時代後期の貯蔵穴を数基確認 し、砂堆上に立地する集落

址と考えられる。

臨海部の砂堆上に広がる縄文時代後期から弥生時代前期に続 く集落址である

北青木遺跡(9)は、後背湿地に水田が営まれている。そして、臨海部に面 した砂

堆上で四区袈裟欅文銅鐸 (lo)が 出土 している。また、本庄町遺跡(11)で は前期末

の水田遺構が確認されている。扇状地末端部に広がる本山遺跡 (12)で は前期前

半の流路が確認され、近畿地方最古段階に属する土器や農耕具である木製品が

出土 している。中期から後期にかけては六甲山丘陵上の標高100m以上の高地

には会下山遺跡 (13)、 金鳥山遺跡 (14)の ような高地性集落が営まれ、祭祀遺跡で

ある保久良神社遺跡 (15)な どもある。一方、低地の深江北町遺跡 (16)で は中期

前半から集落が営まれ、円形周溝墓が築かれている。丘陵上に広がる森】ヒ町遺

跡(17)で は中期～後期の方形周溝墓や前漢鏡を確認 している。

前期では海岸線に沿 って大型の古墳が築かれるようになる。東部から‖頂に、

円墳と推定される芦屋市の阿保親王塚古墳 (18)、 前方後円墳の東求女塚古墳 (19)、

前方後方墳の処女塚古墳 (20)・ 西求女塚古墳 (21)が 造 られる。また、段丘上では

前方後円墳の扁保曾塚古墳 (22)が知 られている。

中期なると住吉宮町遺跡内では坊 ヶ塚古墳 (23)や 帆立貝式古墳の住吉東古

墳 (24)の ような盟主的古墳が造営され方墳群を形成 している。

後期以降には段丘上に小規模な古墳が密集 して築かれるようになる。御影山

手遺跡(25)で確認された古墳群や岡本梅林古墳 (26)° 西岡本遺跡 (27)に 見 られるよ

うな横穴式石室を主体とする群集墳が出現する。本来、芦屋市の山麓部か ら東

灘区の段丘上には横穴式石室を持つ古墳が多数存在 していたと思われるが、宅

地化などにより消滅 したものも少なくない。

深江北町遺跡 (28)か らは、「騨」 と書かれた墨書土器、承和の年号が記された

木簡、円面硯、帯金具などが出土 し、また、同時期の掘立柱建物が検出されて

いることから、古代山陽道葦屋駅家跡の最有力地とされている。同 じ遺跡の性

格を持つ芦屋市津知遺跡 (29)で も大型の掘立柱建物、皇朝銭、円面硯など官衛

的色彩の強いものが出土 している。住吉宮町遺跡 (30)で は、掘立柱建物や井戸

などが見つかり土馬や「橘東家」「免」 と書かれた墨書土器が出土 している。

郡家遺跡でも規格性のある大型掘形を持つ掘立柱建物が出現 してきている。

-3-



I.は じめに

中世 中世になると、平野部から段丘上までの広範囲にわたり集落が展開している。

住吉宮町遺跡、郡家遺跡、徳井町遺跡では掘立柱建物が確認され一村落を形成

していた。

江戸時代中期になると沿岸部においては地の利を生かし酒造業が興隆 し、灘

五郷を構成する魚崎郷古酒蔵群 (31)、 御影郷古酒蔵群 (32)、 西郷古酒蔵群が構成

される。山麓部においては、住吉川上流域水車群 (33)に 見 られるように六甲山

麓から流れ出る水流を利用 した水車精米や搾油業が盛行 している。

近世

註

(1)高橋学「芦屋川・住吉川流域の地形環境 IJロヒ青木遺跡』 兵庫県教育委員会 1986

高橋学「芦屋川・住吉川流域の地形環境Ⅱ」F/1ヽ 路大町遺跡発掘調査報告書』 兵庫県教育委員会 1987

高橋学「芦屋川・住吉川流域の地形環境Ⅲ」『深江北町遺跡』 兵庫県教育委員会 1988

高橋学「郡家遺跡―御影中学校地区の地形環境」『郡家遺跡 御影中町地区第3次調査概報』 神戸市教育委員会 1990

(2)浅岡俊夫編『神戸市東灘区岡本】ヒ遺跡』 六甲山麓遺跡調査会 1992

(3)浅岡俊夫編『神戸市東灘区西岡本遺跡』 六甲山麓遺跡調査会 2001

(4)森田稔「滝ノ奥遺跡」『昭和56年度神戸市埋蔵文化財年報』 神戸市教育委員会 1983

(5)註 3に 同じ

(6)口 野博史・水嶋稔『郡家遺跡 御影中町地区第 3次調査概報』 神戸市教育委員会 1990

(7)新修神戸市史編集委員会編「縄文人のくらし」『新修神戸市史』歴史編 I 自然・考古 1989

(8)別府洋二編  『本庄町遺跡』兵庫県文化財調査報告第92冊 兵庫県教育委員会 1991

(9)小川良太・山下史朗『北青木遺跡』兵庫県文化財調査報告第36冊 兵庫県教育委員会 1986

菅本宏明・石島三和『北青木遺跡発掘調査報告書―第 3次 ―』 神戸市教育委員会 1999

(10)東喜代秀「北青木遺跡第 5次調査」『平成18年度神戸市埋蔵文化財年報』 神戸市教育委員会 2009

(11)片 岡 肇編『神戸市東灘区 本庄町遺跡発掘調査報告書』 財団法人古代学協会 1985

(12)安 田滋「本山遺跡第17次調査J『平成 7年度神戸市埋蔵文化財年報』 神戸市教育委員会 1998

(13)村 川行弘 。石野博之・森岡秀人『増補 会下山遺跡』奈良明新社 1985

(14)新修神戸市史編集委員会編「金鳥山遺跡J『新修神戸市史』歴史編 I 自然・考古 1989

(15)新 修神戸市史編集委員会編「保久良治神社遺跡」『新修神戸市史』歴史編 I 自然・考古 1989

(16)山下史朗編『深江北町遺跡』 兵庫県教育委員会 1988

(17)黒 田恭正「森北町遺跡」『昭和60年度神戸市埋蔵文化財年報』 神戸市教育委員会 1988

(18)森 岡秀人「阿保親王塚古墳」『兵庫県史』考古資料編 1992

(19)渡 辺伸行「東求塚古墳J『昭和57年度神戸市埋蔵文化財年報』 神戸市教育委員会 1985

(20)神戸市教育委員会編『史跡処女塚古墳』 1985

(21)安 田滋編『西求女塚古墳発掘調査報告書』 神戸市教育委員会 2004

(22)新修神戸市史編集委員会編「ヘボソ塚」『新修神戸市史』歴史編 I 自然・考古 1989

(23)渡辺昇他『坊ヶ塚遺跡 (住吉宮町遺跡群Ⅱ)』  兵庫県教育委員会 1990

(24)丹治康明・東喜代秀「住吉宮町遺跡第 9次調査」『昭和63年度神戸市埋蔵文化財年報』 神戸市教育委員会 1994

(25)関 野豊『御影山手遺跡第 2次発掘調査概報』 神戸市教育委員会 2006

(26)吉 井良秀「摂津国武庫郡岡本村の小石棺に就いて」『考古学雑誌』311 1913

(27)註 3に 同じ
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2.歴史的環境～周辺の主な遺跡～

(28)村上賢治他『神戸市東灘区深江北町遺跡 (亜 )』  兵庫県教育委員会 1991

山本雅和編『深江北町遺跡第 9次埋蔵文化財発掘調査報告書』 神戸市教育委員会 2002

(29)竹村忠洋編『津知遺跡第17地点発掘調査報告書』 芦屋市教育委員会 1999

(30)菊池逸夫・神野信「住吉宮町遺跡第23次調査」『平成 8年度神戸市埋蔵文化財年報』 神戸市教育委員会

(31)須藤宏「魚崎郷古酒蔵群第 3次調査」『平成19年度神戸市埋蔵文化財年報』 神戸市教育委員会 2010

(32)黒 田恭正『御影郷古酒蔵群第 4次調査報告書』 神戸市教育委員会 2007

(33)井尻格「住吉川上流域水車群八輌場水車群確認調査」『平成18年度神戸市埋蔵文化財年報』 神戸市教育委員会 2009
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図 3 調査地周辺の地形図 (Scalel:10,000)明 治18年測量仮製図



I. イよじめに

3.郡家遺跡における発掘調査

大蔵地区

城ノ前地区

註

(1)神戸市教育委員会「郡家大蔵遺跡 (昭和53・ 54年度)」『地下にねむる神戸の歴史展』  1980

神戸市教育委員会「郡家大蔵遺跡」現地説明会資料 1979

(2)丸山潔「郡家遺跡 。大蔵地区第 2次調査」『昭和62年度神戸市埋蔵文化財年報』 1990

(3)前田佳久「郡家遺跡 。大蔵地区第 3次調査」『昭和62年度神戸市埋蔵文化財年報』 1990

(4)山本雅和・阿部敬生「郡家遺跡 (大蔵地区)」『平成元年度神戸市埋蔵文化財年報』 1992

(5)菅本宏明 。中村大介他「郡家遺跡大蔵地区第 7次調査」『平成10年度神戸市埋蔵文化財年報』 2001

(6)西岡巧次「郡家遺跡」『昭和57年度神戸市埋蔵文化財年報』 1985

(7)西岡巧次・西岡誠司「天神川遺跡」『昭和58年度神戸市埋蔵文化財年報』 1986

(8)西岡巧次「郡家遺跡・城の前地区第 7次調査」『昭和59年度神戸市埋蔵文化財年報』 1987

郡家遺跡においては現在までに85次にわたる発掘調査が実施されてきた。

第 1次調査(1)は 昭和54年度に宅地造成に伴 う調査で、一辺 lm前後の掘形を

もつ奈良時代から平安時代の掘立柱建物数棟と弥生時代後期の遺物包含層が確

認された。建物うち 1棟は、 3間 ×4間で西側に庇をもつ構造をもつものである。

昭和62年度に実施された第 2次調査 (2)で は、奈良時代から平安時代の掘立柱

建物 2棟が検出され、また、弥生時代後期の自然流路が確認されている。これ

らの建物址は、第 1次調査の成果と併せて「菟原郡衝」の存在を推定する結果

となった。また、同年度に実施された第 3次調査(3)で は、 トレンチ調査のため

全体を把握するには至っていないが、平安時代頃の大型の掘形をもつ柱穴、弥

生時代後期と古墳時代の竪穴住居と想定される落ち込み状遺構を確認 している。

また、第 1次 と第 2次調査地に挟まれた第 4次調査(4)は、共同住宅の基礎部

分のみの限定 した調査ではあったが、 7世紀代から平安時代後期の遺構面と弥

生時代中期から後期の自然流路を確認 している。第 1遺構面で長方形の掘形を

もつ柱穴を確認 したことは、大蔵地区における奈良時代から平安時代の掘立柱

建物の存在を裏付ける意義深い調査となった。

大蔵地区の南端で、平成10年度に実施された第 7次調査(5)で は、飛鳥時代の

掘立柱建物 3棟を検出し、菟原郡衡に先行する時代の建物の存在に大変興味深

い成果となった。また、弥生時代後期の竪穴住居 3棟が確認されていることか

ら弥生時代の居住域を考える上での資料となった。

当調査地周辺に限って概観 してみると、昭和57年度天神川改修工事中に弥生

時代の遺物包含層が確認されたことを契機に始まった調査 (6)で は、弥生時代の

方形周溝遺構、弥生土器や古墳時代の須恵器を含む自然流路を検出している。

昭和58年度から始まった都市計画道路山手幹線 。弓場線建設工事に伴う発掘調

査の城ノ前地区第 3次調査 (7)で は、弥生時代の自然流路と方形周溝基を確認 し

ている。昭和59年度の城ノ前地区第 7次調査 (8)で は、弥生時代後期から中世の

自然流路、弥生時代後期の竪穴住居址、古墳時代中期から後期の竪穴住居址・

掘立柱建物等が検出されている。
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3.郡家遺跡における発掘調査

□

□♀

図 4 郡家遺跡調査地位置図 (Scalel:2,500)※ 御影中町の調査地点は省 く
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〔番号は調査次数〕



I.は じめに

次数 年度 旧次数 調査主体 所 在 地 開始日 終了日 誰離ｍ
主な調査内容 参考文棚

1 S53.54 大蔵1次 神戸市教育委員会 御影町郡家字大蔵 19790407 弥生時代後期の遺物包含層、奈良～平安時代の掘立柱建物 1

2 S56 郡家中町1次 神戸市教育委員会 御影中町6丁目 19811214 19811231 古墳時代後期の祭祀土坑、奈良～平安時代の柱穴群、鎌倉時代の柱穴 2

3 S57 城ノ前 神戸市教育委員会 御影町御影字城ノ前 19821005 19821116 弥生時代の河道・方形周溝遺構、奈良時代の柱穴 3

4-1

4-2

4-3

4-4

4-5

4-6

5

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

地蔵元1次

城ノ前1次

城ノ前2次

地蔵元2次

城ノ前3次

郡家中町2次

城ノ前4次

神戸市健康教育公社

神戸市健康教育公社

神戸市健康教育公社

神戸市健康教育公社

神戸市健康教育公社

神戸市健康教育公社

神戸市教育委員会

御影町郡家字地蔵元

御影町御影字城ノ前

御影町御影字城ノ前

御影町郡家字地蔵元

御影町御影字城ノ前

御影中町3丁目

御影町御影字城ノ前

19830615

19830825

19830916

19831004

19831017

19831201

19840109

19830817

19831210

19830916

19831006

19831124

19840331

19840331

510

600

430

900

780

弥生時代～中世の河道、鎌倉時代の上坑

弥生時代～中世の河道

弥生時代後期の方形周溝墓、弥生時代の自然流路

中世の動物足跡

弥生時代の円形周溝墓、古墳時代の堅穴住居、平安時代の掘立柱建物

4

5

4

5

4

6-1

6-2

7

8-1

8-2

8-3

8-4

8-5

9

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

城ノ前5次

郡家中町3次

千本田1次

城ノ前6次

城ノ前7次

地蔵元3次

城ノ前9次

城ノ前11次

城ノ前8次

神戸市健康教育公社

神戸市健康教育公社

神戸市教育委員会

神戸市健康教育公社

神戸市健康教育公社

神戸市教育委員会

神戸市健康教育公社

神戸市健康教育公社

神戸市教育委員会

御影町御影字城ノ前

御影中町3丁目

御影町御影字千本田

御影町御影字城ノ前

御影町御影字城ノ前

御影町郡家字地蔵元

御影町御影字城ノ前

御影町御影字城ノ前

御影町御影字城ノ前

19840401

19840413

19840420

19840604

19840618

19841014

19850108

19850322

19841108

19840412

19840531

19840423

19840807

19850329

19841014

19850124

19850331

19841111

184

307

1472

315

74

弥生～古墳時代の河道、弥生時代の溝

井戸

弥生時代後期の円形周溝墓、古墳時代後期の竪穴住居、平安時代の上坑

弥生時代の河道、古墳時代後期の竪穴住居・掘立柱建物

近世以降の石垣

古墳時代後期の竪穴住居

5

5

10

11-1

11-2

11-3

11-4

11-5

Ｓ

　

Ｓ

　

Ｓ

　

Ｓ

　

Ｓ

　

Ｓ

岸本1次

城ノ前12次

城ノ前13次

城ノ前14次

城ノ前15次

城ノ前16久

神戸市教育委員会

神戸市スポ…ツ教育公社

神戸市スポーツ教育公社

神戸市スボーツ教育公社

神戸市スボーツ教育公社

神戸市スポーツ教育公社

御影町御影字岸本

御影町御影字城ノ前

御影町御影字城ノ前

御影町御影字城ノ前

御影町御影字城ノ前

御影町御影字城ノ前

19850605

19850701

19850801

19850827

19851118

19860106

19850729

19850807

19850827

19851215

19851227

19860214

400

155

288

576

217

252

古墳時代後期の竪穴住居・掘立柱建物、中近世の採石遺構

弥生時代末の土器棺墓、古墳時代中期の竪穴住居、鎌倉～室町時代の掘立柱建物

古墳時代後期の竪穴住居・土坑・柱穴

弥生時代後期の竪穴住居・河道、古墳時代中期～後期の竪穴住居・掘立柱建物

古墳時代の竪穴住居・溝

古墳時代の掘立柱建物、鎌倉時代の溝 。土坑 。柱穴

6

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

下山田1次

城ノ前17次

城ノ前18次

競ノ前20次

城ノ前21次

城ノ前22次

上山田1次

城ノ前23次

城ノ前19次

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

御影町御影字下山田

御影町御影字城ノ前

御影町御影字城ノ前

御影町御影字城ノ前

御影町御影字城ノ前

御影町御影字城ノ前

御影町御影字上山田

御影町御影字城ノ前

御影町御影字城ノ前

19860430

19860602

19860606

19860627

19860710

19800730

19860602

19860710

19860630

19860722

19800717

19860627

190

192

180

122

160

320

180

380

130

古墳時代後期の掘立柱建物

弥生～古墳時代の河道、弥生時代の住居、古墳時代の竪穴住居

古墳時代後期の竪穴住居、室町時代の濠状遺構

弥生時代後期～古墳時代後期の河道

古墳時代後期の竪穴住居、鎌倉時代の掘立柱建物

古墳時代後期の掘立柱建物、鎌倉～室町時代の遺構群

遺構なし

古墳時代後期の竪穴住居、鎌倉～室町時代の掘立柱建物

弥生時代末～古墳時代初の竪穴住居

7

IυもOUもZ0

19870108

19860613

IVも りuVりも

19870224

19860704

16

17

18

19

20

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

下山田2次

城ノ前24次

城ノ前25次

下山田3次

大蔵2次

城ノ前26次

城ノ前27次

城ノ前28次

大蔵3次

岸本2次

地蔵元3次

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

御影町御影字下山田

御影町御影字城ノ前

御影町御影字城ノ前

御影町御影字下山田

御影町郡家字大蔵

御影町御影字城ノ前

御影町御影字城ノ前

御影町御影字城ノ前

御影町郡家字大蔵

御影町御影字岸本

御影町郡家字地蔵元

19870402

19870408

19870413

19870414

19870616

19870622

19870729

19871116

19870721

19870824

19870911

19870410

19870013

19870606

19870430

19870722

19870728

19870910

19871119

19870916

19870831

19871019

60

600

700

500

840

150

420

240

320

00

700

平安時代の掘立柱建物

弥生時代の集石墓、古墳時代の竪穴住居・掘立柱建物、鎌倉時代の掘立柱建物

弥生時代後期・古墳時代の上坑・ ピット

弥生時代後期の遺物包含層

弥生時代の流路、平安時代の掘立柱建物

古墳時代中期の竪穴住居・ ピット

中世の上坑・ ピット

文化財なし

弥生時代の住居、平安時代の柱穴

弥生時代後期の竪穴住居

古墳時代後期の竪穴住居・掘立柱建物・溝・土坑・ビット

S63

S63

S63

郡家中町4次

城ノ前29次

郡家中町3次

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市スポーツ教育公社

御影中町2丁目

御影町御影字城ノ前

御影中町5丁目

19880427

19880720

19880808

19880621

19880726

19881203

200

38

1000

古墳時代中期の竪穴住居、古墳時代後期の土坑

弥生時代後期の竪穴住居、古墳時代中期の竪穴住居

縄文時代早期の上坑、弥生時代中。後期の溝、古墳時代の水田

28

29

30

31

H元

H元

H元

H元 ,H2

大蔵4次

郡家中町4次

篠ノ坪1次

城ノ前

神戸市教育委員会

大手前女子大学史学研究所

神戸市教育委員会

郡家遺跡調査団

御影町郡家字大蔵

御影中町2丁 目

御影町御影字篠ノ坪

御影町御影字城ノ前

19890515

19890601

19890717

19900117

19890531

19891130

19890718

19900511

80

735

10

3200

弥生時代中期末～後期後半の自然流路、平安時代前期の土坑・ビット

古墳時代の建物址・柱穴・溝、平安時代の上坑墓

弥生時代～古墳時代の流路

中世の石組暗渠

H2

H2

城ノ前

城ノ前

郡家遺跡調査団

高山歴史学研究所

御影町御影字城ノ前

御影町御影字城ノ前

19900423

19901101

19900731

19910131

360

800

中世の石組暗渠・土坑

室町時代の土坑、中世末の石組暗渠

表1 郡家遺跡既往調査一覧表 (1)
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3.郡家遺跡における発掘調査

次数 年度 旧次数 調査主体 所 在 地 開始口 終了日 離離ω
主な調査内容 参考文司

Ｈ

Ｈ

城ノ前30次

城ノ前

神戸市教育委員会

妙見山麓遺跡調査会

御影町御影字城ノ前

御影町御影字城ノ前

19901127

19910326

19901213

19910331

150

270

古墳時代の溝・土坑、鎌倉時代の溝・土坑

弥生時代の掘立柱建物・土坑・溝

36

37

38

39

40

41

H3

H3

H3

H3

H3・ 4

H3・ 4

篠ノ坪2次

篠ノ坪3次

郡家中町5次

篠ノ坪4次

篠ノ坪5次

篠ノ坪6次

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市スボーツ教育公社

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

御影町御影字篠ノ坪

御影町御影字篠ノ坪

御影中町2丁 目

御影町御影字篠ノ坪

御影町御影字篠ノ坪

御影町御影字篠ノ坪

19910402

19910427

19910628

19911105

19920204

19920302

19910607

19910602

19910927

19911115

19920418

19920507

320

84

256

60

140

120

弥生時代後期の流路、古墳時代初頭の竪穴住居

弥生時代後期の流路、鎌倉時代の上坑

古墳時代後期の竪穴住居・流路・土坑、奈良～平安時代の土坑・溝

古墳時代後期の溝

弥生時代後期の流路、古墳時代中・後期の竪穴住居、中世のビット

弥生時代後期の流路、古墳時代中。後期の竪穴住居

Ｈ

Ｈ

Ｈ

篠ノ坪7次

篠ノ坪8次

篠ノ坪9次

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

御影町御影字篠ノ坪

御影町御影字篠ノ坪

御影町御影字篠ノ坪・城ノ前

19920009

19921110

19930310

19920612

19921112

19930317

20

30

12

古墳時代の流路

古墳時代前期の流路、古墳時代の土坑

範囲確認調査

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

篠ノ坪10次

下山田4次

篠ノ坪11次

篠ノ坪12次

城ノ前31次

六甲山麓遺跡調査会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市スポーツ教育公社

神戸市教育委員会

御影町御影字篠ノ坪

御影町御影字下山田

御影町御影字篠ノ坪

御影町御影字篠ノ坪

御影町御影字城ノ前

9930422 19930621

19931008

19931014

19931102

19940307

３４０

５３５

３０

朽

２０

古墳時代の掘立柱建物

弥生時代後期～古墳時代後期の流路、 7世紀代の古墳、中世の掘立柱建物

古墳時代前期 。中期の流路、韓式土器

古墳時代前期の溝

古墳時代後期の竪穴住居・土坑・ ピット

9930628

9930924

9931028

9940302

H6 岸本3次 神戸市スポーツ教育公社御影町御影字岸本 19941106 19950116 掘立柱建物・溝・土坑

H7

H7

H7

H7

H7

大蔵5次

城ノ前32次

篠ノ坪13次

城ノ前33次

城ノ前34次

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

御影町郡家字大蔵

御影町御影字城ノ前

御影町御影字篠ノ坪

御影町御影字城ノ前

御影町御影字城ノ前

19950713

19950727

19950821

19950928

19951204

19950721

19950814

19950920

19951127

19951206

５５

２７２

２５０

３００

１４０

古墳時代のピット、中世の溝・ ピット

弥生時代後期～近世の自然流路

古墳時代の竪穴住居・溝・ビット、古墳時代後期の自然流路

古墳時代初頭の竪穴住居、古墳時代後期の竪穴住居・掘立柱建物

古墳時代～中世の自然流路
Ｈ

Ｈ

篠ノ坪14次

郡家中町6次

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

御影町御影字篠ノ坪

御影中町2丁 目1278

19960510

19960708

19960726

19960904

770

310

古墳時代の竪穴住居

中世～近世の土坑・ ピット

56

57

58

59

60

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

城ノ前36次

城ノ前35次

城ノ前37次

城ノ前38次

大蔵6次

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

御影町御影字城ノ前l142-3

御影町御影字城ノ前1451-1

御影町御影字城ノ前1486-6

御影町御影字城ノ前1427-2

御影町郡家字大蔵10-4

19970728

19970728

19970820

19970924

19980312

19970825

19971013

19970919

19971216

19980924

32

271

50

383

80

弥生時代後期～中世の上坑 。落ち込み 。ピット

弥生時代後期の竪穴住居、古墳時代後期の竪穴住居・掘立柱建物

古墳時代後期の竪穴住居、平安時代前期の掘立柱建物

弥生時代後期の上坑・溝・柱穴、古墳時代中期の流路

旧河道

61

62

63

64

H10

H10

H10

H10

大蔵7次

城ノ前39次

郡家中町7次

城ノ前40次

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

御影町郡家字大蔵24

御影町御影字城ノ前4421

御影中町2丁目

御影町御誘字城ノ前478-4

19980715 670

216

372

360

奈良時代以前の建物址

弥生時代後期～古墳時代の土坑・ ピット

古墳時代後期の柱穴、中世の掘立柱建物

古墳時代後期の土坑・ ピット、中世の流路

Iυ Vもりもυ0

19980817

19980907

Iυ Vも IUυ0

19980904

19980929

H 神戸市教育委員会 御影町御影字上ノ山1047、 他 19991109 19991119 古墳時代後期の竪穴住居・掘立柱建物・溝、飛鳥時代の溝

H

H
H

H

2

2

2

2

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

御影町御影字岸本1549-14
３５

２３０

６５

２７

弥生時代後期～古墳時代前期の溝・落ち込み・ ピット

古墳時代後期の落ち込み、平安時代前期の掘立柱建物・溝

古墳時代の進物

古墳時代中期～後期の溝・土坑・ピット、中世の溝・ピット

脚影WJIH影子ドlHH/1-0

御影町御影字岸本1557

御影中町2丁目1282-7

ZUυUUもUV

ZUUUυもZ0

20001116

ZUUυυも3U

20001128

70

113-

H

H

3

3

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

御影中町1丁目961

御影町御影1335-2、 他

20011003

20020318

20011101

20020326

254

90

古墳時代の掘立柱建物・水田、奈良・平安時代の掘立柱建物

中世の段落ち

71

72

H

H

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

御影町御影字城ノ前1440-6

御影町御影字城ノ前151-1

20020523

20020701

20020006

20020725

130

200

弥生時代後期～庄内期の竪穴住居・溝・流路

古墳時代後期の竪穴住居・溝・土坑・ピット

73

74

75

76

77

H15

H15

H15

H15

H15

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

岡 田  哲

神戸市教育委員会

村 尾  政 人

御影町御影字堂ノ裏174-4

御影町御影字篠ノ坪1998-12

20030506

20030513

20030605

20030605

200

90

900

60

155C

弥生時代後期か古墳時代後期の竪穴住居、古墳時代後期の流路

古墳時代の溝 。土坑・ ピット、古墳時代後期の流路

弥生時代後期の流路・掘立柱建物、古墳時代後期の祭祀土坑・掘立柱建物

弥生時代末の溝 。土坑、中世の落ち込み 。柱穴

古墳時代の竪穴住居 。掘立柱建物・祭昴巳遺構

御影町御影字城ノ前1458、 他

御髭町御影字岸本

御影中町4丁 目1243

20030616

20031125

20040301

20030813

20031225

20040630

H16

H16

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

御影町御影字岸本

御影町御影字城ノ前1447-1

20040405

20050207

20040408

20050218

自然地形による落ち込み

古墳時代後期の溝・土坑・ピット

H17 神戸市教育委員会 御影中町2丁目12581、 他 20050609 20050615 古墳時代後期の溝

H18

H18

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

御影町御影字城ノ前1477-17

御影町御影字城ノ前1447-6

20060612

20060905

20060714

20061106

古墳時代後期の竪穴住居・土坑・ピット、平安時代の落ち込み

古墳時代中期の流路、古墳時代後期の竪穴住居。掘立柱建物

H19 神戸市教育委員会 御影中町3丁 目 20070824 古墳時代中期の竪穴住居・水田・土坑、奈良時代の掘立柱建物
Ｈ

Ｈ

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

御影町御影字城ノ前1454-10

御影町御影字城ノ前1427-2

20090706

20091026

20090812

20091218

134

510

古墳時代後期の竪穴住居・溝、室町時代の土坑、江戸時代の採石坑

弥生時代後期～古墳時代の自然河道、奈良～平安時代の掘立柱建物

表2 郡家遺跡既往調査一覧表 (2)
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I.は じめに

既往調査参考文献一覧

1 『郡家大蔵遺跡』現地説明会資料 神戸市教育委員会 1979

2 「郡家中町遺跡」『昭和56年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1983

3 「郡家遺跡」『昭和57年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1985

4 「郡家遺跡 (城の前・地蔵元地区)、 天神川遺跡」『昭和58年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1986

5 「郡家遺跡 (城 ノ前地区第 5。 6。 7・ 9。 11次 )」『昭和59年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1987

6 「郡家遺跡 (城 ノ前地区第12～ 16次)、 岸本地区J『昭和60年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1988

7 「郡家遺跡 (城 ノ前17～23次、下山田1次 )」『昭和61年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1989

8 「郡家遺跡 (城 ノ前24～27次、大蔵 2・ 3次他)」『昭和62年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1990

9 「郡家遺跡 (御影中町地医第 2次調査)」『昭和63年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1994

10 『郡家遺跡 郡家中町地区第 3次調査概報』神戸市教育委員会 1990

■  「郡家遺跡 (大蔵地区)」『平成元年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1992

12 『郡家遺跡―神戸市東灘区所在 御影中町地区第 4次調査』大手前女子大学史学研究所 1992

13 「郡家遺跡 Iの発掘調査J『淡神文化財協会ニュース』創刊号 1990

14 「郡家遺跡の発掘調査 (2)～ (5)」『淡神文化財協会ニュース』 2～ 5号 1990

15  実績報告書 1993

16 「郡家遺跡 (城ノ前地区)」『平成 2年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1993

17 「郡家遺跡 (篠ノ坪地区第 2次調査他)」『平成 3年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1994

18 「郡家遺跡 (篠ノ坪地区第 5次調査他)」『平成 4年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1995

19 『神戸市東灘区 郡家遺跡―篠坪地区第10次調査―』六甲山麓遺跡調査会 1995

20 「郡家遺跡 (下山田地区第 4次調査他)」『平成 5年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1996

21 「郡家遺跡 (岸本地区第 3次調査)」『平成 6年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1997

22 「郡家遺跡 (城ノ前地区第32～34次調査他)」『平成 7年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1998

23 「郡家遺跡 (御影中町地区第 6次調査他)」『平成 8年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1999

24 「郡家遺跡 (城ノ前地区第35～38次調査他)」『平成 9年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 2000

25 「郡家遺跡 (城ノ前地区第39次調査他)J『平成10年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 2001

26 「郡家遺跡 (第65次調査)」『平成11年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 2002

27 「郡家遺跡 (第 66～69次調査)」『平成12年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 2003

28 「郡家遺跡 (第 70。 71次調査)」『平成13年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 2004

29 「郡家遺跡 (第 71・ 72次調査)」『平成14年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 2005

30 「郡家遺跡 (第 73～75次調査)」『平成15年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 2006

31 『郡家遺跡第75次発掘報告書』村尾 政人 2004

32  実績報告書 2006

33 「郡家遺跡 (第 77次調査)」『平成16年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 2007

34 「郡家遺跡 (第 78次調査)」『平成17年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 2008

35 「郡家遺跡 (第 81・ 82次調査)」『平成18年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 2009

36 『郡家遺跡第八十二次発掘調査報告書』神戸市教育委員会 2008

87 「郡家遺跡 (第84次調査)J『平成20年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 2011

38 『郡家遺跡85次発掘調査報告書』神戸市教育委員会 2011(本書)
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4.第85次調査の経緯と経過

4.第85次調査の経緯と経過

調査に至る経緯

調査組織

調査の経過

教 育 長

社会教育部長

教育委員会参事

(文化財課長事務取扱)

社会教育部主幹

文化財課主査

文化財課主査

文化財課主査

調査担当学芸員

(埋蔵文化財センター所長事務取扱)

埋蔵文化財指導係長  丸山  潔

埋蔵文化財調査係長  千種  浩

今回の調査対象地において、神鋼不動産株式会社より届出された「 ジークレ

フ御影城ノ前」の共同住宅新築工事計画に基づき、平成21年 6月 24日 に埋蔵文

化財試掘調査依頼書が提出された。同年 8月 3日 に実施 した試掘調査により、

4ヵ 所の試掘坑で古墳時代の遺物包含層が確認され、 8月 4日付けで申請対象

地域において発掘調査が必要である旨の回答が出された。

10月 7日 に神鋼不動産株式会社より発掘調査依頼書が提出され、埋蔵文化財

調査事業に関する委託契約を株式会社島田組と締結 している。

今回の発掘調査に先立ち、文化財に影響のない現地表下 lmま でを先行 して

土取 り作業を行い、その後、事業面積1045.58ど のうち建物工事で遺跡が損壊

を受ける部分の約510ピ について調査対象として全面発掘調査を実施すること

となった。

(平成21・ 22年度)

神戸市文化財保護審議会委員 (史跡・考古担当)

工果 善通  大阪府立狭山池博物館館長

和田 晴吾  立命館大学文学部教授

神戸市教育委員会事務局

橋口 秀志

大寺 直秀

柏木 一孝

渡辺 伸行

丹治 康明

安田  滋

斎木  巌

井尻  格

遺物整理担当学芸員  黒田 恭正 佐伯 二郎 (平成21年度)

西岡 誠司 (平成22年度)

発掘調査作業は場内において掘削残土を仮置きするため、東西を 2分割 して

先に東半分の調査を行い、反転後に残りの西半分について実施 した。10月 26日

に 1区 と 2-1区 の重機掘削を開始 している。試掘調査の結果に基づいて、

埋蔵文化財に影響のない深度まで重機掘削を行い、その後人力による遺構検出

及び遺構掘削を行っている。 11月 13日 に調査区東半の調査が完了 したため、順

次埋め戻 しを開始 した。11月 18日 に調査区西半 (2-2区)の掘削を開始 して

いる。調査区反転後、 2時期の遺構面において調査完了後、 12月 14日 に埋め

戻 しを開始するとともに、敷地】ヒ西隅に設定 している3区の掘削を開始 した。

12月 18日 に 3区の調査完了とともに、即日埋め戻 しを行っている。12月 21日 に

現地の引渡 しを行い、現地調査は終了 している。

同

-11-



I.は じめに

図 5 調査区設定図

写真 2 調査地近景

遺物整理作業 出土土器の整理作業は、神戸市埋蔵

文化財センターにおいて28ゼ コンテナ

6箱の土器の水洗作業を実施 している。

土器洗浄後は、出土事項を表すマーキ

ングを施 し、接合ならびに石膏による

補強 。補填を行い、一部の上器には補

彩を行 っている。土器は担当者が実測

作業を行い、埋蔵文化財センター内に

おいて写真撮影を行っている。

上記の遺物の整理後、現地で実測 し

た遺構平面図と撮影 した写真を構成 し

て『郡家遺跡第85次発掘調査報告書』

を刊行 している。

写真 4 遺物整理作業風景

―-12-―

④

蕗

":芹
0            10m

写真 3 重機掘削風景



Ⅱ.調査の成果

1.基本層序

1.基本層序

今回の調査地においては、市街地化されているものの以前に大型の建物のあっ

た痕跡がなく、また撹乱も少なく遺構面の遺存状態も良好であった。

基本層序については、調査区東側と西側では層位高が異なるため東側につい

て概観 したいと思う。層序は、昭和50年代に行われた区画整理の際の盛上が0,8

～ lmあ るため敷地東側の標高は約30mを測る。その下に中世から現代の耕土

層が 3～ 4層存在 している。地表面下1.4～ 1.6mで さらに灰茶色粗砂質土～茶

褐色粗砂の洪水砂が50～ 80cmの厚さで数層に分かれて堆積 している。第 1遺

構面を形成する黒褐色シル ト層は、地表面下1.9～ 2.5mと なる。この土層は第

2遺構面上の遺物包含層で、古墳時代後期と弥生時代後期の遺物を含んでいる。

調査地北東側の標高は28.5m、 南側で27.3mを測る。第 2遺構面は暗黄茶色砂

質上の地山となる。敷地北東側の標高は28.2m、 南側で27.2mを測る。地形的

には北東から南西方向に向かって緩やかに傾斜 していく地形である。

写真 5

調査区東壁上層断面

写真 6

調査区西壁土層断面
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2.遺構の概要

第 1遺構面

自然河道

SR101

2.遺構の概要

本調査地の標高は東側で約30m、 西側では約29mを測り、北東から南西にむ

かって緩やかに傾斜する扇状地上端面に立地 している。

第 1遺構面は洪水砂を除去 した

遺構面である。 この洪水砂は調査

区全域を覆 っており、 この遺構面

の遺物包含層は決水砂の影響で皆

無であった。第 1遺構面は標高27.3

～28.5mを測る古墳時代後期か ら

平安時代の黒褐色 シル ト層の遺構

面である。この面においても引ヒ東から南に向かって傾斜 していることが判る。

1区 と2-1区では、掘立柱建物1棟、柱穴・ ピット等を検出した。また、

2-2区 と3区では、自然河道 2条と溝 1条を検出している。

2-2区中央部で検出された南北方向の自然河道である。河道の規模は、最

大幅約 5m、 検出面からの深さ20～30cmを 測る。堆積砂である暗灰白色 シル

ト混 じり砂からは古墳時代後期頃と考えられる須恵器が少量出土 している。

2-2区の南西側で検出された自然河道である。北西から南東方向に流れて

いると推定される。規模は、幅 7m以上であるが、南側の河道肩は調査区外に

なるために検出されていない。検出面からの深さ約70cmを測る。河道の堆積

砂は乳灰白色砂～粗砂の互層であるが、堆積状況からして短期間のうちに堆積

したものと考えられる。この河道からは、古墳時代後期頃の須恵器が少量出土

してモヽる。

2-2区と3区で検出された南北方向の直線的な溝である。南側はSR102に

切 られている。幅2.2～ 3m、 検出面からの深さ20～ 35cmを測る。溝の底の一

部には、偶蹄目類と考えられる無数の足跡を確認 している。遺物は、時期不明

の須恵器が出上 している。

第 1遺構面を形成する黒褐色 シル ト

面上で砂脈 (割れ目)を 2箇所確認 し

た。 1区で検出した砂脈は、南北方向

に亀裂状にのびている。最大幅約40cm、

長さ7.5m以上である。砂脈内は洪水堆

積物である砂～粗砂で構成されている。

2-1区で検出した砂脈は 4本で、東西

方向に直線的にのびている。走向は

N27° E～ N29° Eで、途中途切れてい

るものもある。最大幅約40cm、 長 さ

10.3m以上である。

0                    10cm

図 7 洪水砂出土遺物実測図

SR102

SD101

地震痕跡

参考文献 :寒川 旭「郡家遺跡にみられる地震の痕跡」

『郡家遺跡―神戸市東灘区所在・御影中町地区第4次調査―』

大手前女子大学史学研究所 1992

『発掘された地震痕跡』埋蔵文化財研究会 1996

写真 7 2-1区 地割れ検出状況
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図 8 第 1遺構面平面図



掘立柱建物

SB101

出土遺物

SP107-109

その他のピット

2.遺構の概要

1区の北東側で検出した東西 2間 (6.5m)以上、南北 4間 (9.5m)以上を

測る側柱の掘立柱建物と推定される。建物軸は、座標軸に対 してN-9° ―Eと

なり、ほぼ北を指す。柱間はSP101か らSP105の 南北方向が2.2～ 2.4m、 SP105

とSP106の 東西方向が3.6mと ややばらつきがある。南側の柱列の東端柱穴は、

後世の削平により痕跡を確認できなかったが、建物はさらに東へ延びているも

のと考えられる。

柱掘形の平面形は主に方形に近 く長方形の掘形もある。掘形の規模は、長辺

90～ 110cm、 短辺60～ 100cmを 測り、深さは15～ 30cmと 非常に浅いため上層の

洪水砂で削られている可能性がある。柱穴内の埋土は灰黄褐色砂質土もしくは

この砂質上に黒褐色シル トブロックが混 じっている。いずれの柱穴にも柱痕は

遺存 していなかった。

この掘立柱建物の時期は、各柱穴からの出

土遺物は少なく小片であるため時期について

は判断 しにくいが、SB101出土の遺物を図化

した。

2は須恵器雰蓋で口径12.2cm、 残存高2.3

cmを測る。天丼部は欠損 しているが、本来は

つまみがつ くと思われる。日縁端部内面には

かえりがつ く。

3は 口縁を欠き体部から底部のみの須恵器  図9 SB101出土遺物実測図

である。郭身は胴径94cm、 残存高2.7cmを 測る。 これらの遺物は 7世紀前半

頃を思われる。

SB101の南柱列に平行に並ぶ柱穴を 8基検出した。西端に位置する柱穴は、

1辺50～ 80cm、 深さ10～ 20cmで、土師器の小片が出土 したが、詳細な時期に

ついては判 らない。この柱列は、建物の軸方向と同じであるため付随する構造

のものである庇の存在を考えたい。

1区と2-1区では建物以外に約50基のピットを検出した。径25～ 50cm、 深

さ8～ 20cmを測る。 ピットの状況は散漫的で建物を構成する柱穴とは考えにく

い。 ピットの中から出土する遺物は小片で時期を特定することはできない。モヽ

ずれの柱穴・ ピッ

トも灰黄褐色砂

質土が埋土となっ

ている。

この遺構面で

の ピットの検出

状況 を概観 して

みると、調査区

西半では自然河

道が存在す るた

め、 より安定 し

た地盤を占地 し

て建物 を建てた

と考えられる。

と 三 ≡ ≡ ≧ 三 主 _旦 ≧ ≧ 些 K2

0                        10cm

写真 8 SB101検 出状況
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第 2遺構面

ピ ッ ト

SK201

SX201

Wブ

箆

第 2遺構面を形成する黒褐色シル ト層に含まれる遺物は少量である。弥生時

代後期の甕・鉢・壺 。高雰等と古墳時代後期から奈良時代の須恵器 。土師器が

主に出土 しているが、図化できるものを図11に 図示 した。

4～ 19は弥生土器である。 4～ 6は 口縁部のみの甕で、端部に面をもち口縁

部は「 く」字形に外傾 してのびている。いずれも体部外面に右上がりのタタキ

をもつ。 4は 口径22.Ocm、 5は 口径16.4cm、 6は □径19.6cmを 測る。

ピ 3

図11 黒褐色ンル ト層出土遺物実測図

出土遺物

2.遺構の概要

第 1遺構面を形成 している黒褐色シル ト層を除去すると第 2遺構面である暗

黄茶色砂質土の弥生時代後期の遺構面となる。この遺構面の標高は27.2～ 28.4m

を測り、南西方向に緩やかに傾斜する地形である。

1区と2-1区では、 ピット、土坑を検出した。また、 2-2区では、自然河

道 2条 と溝 1条を検出している。

1区 と2-1区では、 ピット22基 を検出している。径25～ 50cm、 深さ 8～

35cmを 測るが、遺物がほとんど出土 してなく時期の確定には至っていない。

また、規則的な並びがなく建物を構成するものとしての可能性は低い。

2-1区で検出された方形に近い形状の土坑である。一辺30cm、 深さ25cm

を測るが、黒褐色砂質 シル トに地山ブロックが混 じった埋土からの出土遺物は

なかった。

2-1区で検出された楕円形の落ち込みである。一辺1.6× lm、 深さ8cm
を測るが、出土遺物はなかった。

＼＼



Ⅱ.調査の成果
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図12 第 2遺構面平面図
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2.遺構の概要

7は 回径23.2cmを測る鉢である。口縁部は外反 し若干「 く」字形になる。

体部外面にはヘラミガキを施 している。内部には板ナデ調整を施す。 8は 口縁

部が欠損 している小型の甕で、残存高9.8cm、 底径4.4cmを測る。体部はやや

丸みをもち外面の下部には右上がりのタタキをもつ。内面は板ナデが施される。

9は甕の底部で底部5,4cm、 残存高9。 lcmで、体部外面は右上がりのタタキを

もつ、内面は板ナデ調整が施されている。

12は高界の脚柱部である。中空の筒部から緩やかに外反 して広がる円錐形の

脚裾部をもつ。外面には縦方向のヘラミガキが施されている。 10。 11・ 13～ 19

は甕、壺、鉢の底部である。10は甕の底部で右上がりのタタキの調整をもつ。

19は甕の底部で右上がりのタタキの調整をもつ。16は、底部外面に木葉圧痕を

残す。20は 口径11.6cm、 器高6.5cmを 測る土師器の婉である。体部内外面と

もナデ調整である。21は須恵器の雰身、22は須恵器である。

♂

翰

踏

６
魏

幾

鸞
〇°

SR201出 土遺物平・
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Ⅱ。調査の成果
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図14 SR201出土遺物実測図

-22-



2.遺構の概要

2区中央部と3区で検出された南北方向の自然河道である。河道の規模は、

幅約 5～7.5m、 検出面からの深さ35～ 50cmを測る。埋土となる黒褐色粘質シ

ル トからは、弥生時代後期の遺物が出土 している。

23は 回径16.6cmの中型の甕である。口縁部は体部から緩やかに外反 しなが

ら延び、端部を上方につまみ上げる。体部外面をタタキで、内面を板ナデ調整

で行っている。

24は底径4.OcIInを 測る甕で、外面は右上がりのタタキ、内面は縦方向の刷毛

調整が施されている。

25は 口径12.6cmの壷である。外面の一部にタタキが見 られるが、内面は磨

滅のため調整は不明である。

26は壷の口縁部である。日縁端部の幅広い面には波状沈線と円形浮文の装飾

が施される。また体部外面はヘラミガキを施 している。

28～32は 高界である。28は 口径25.2cmを測る。郭部は稜をもち、外反 して

たちあがる口縁部をもつ。口縁端部は外方にのび平坦面をもつ。調整は内外面

ともヘラミガキで丁寧な仕上げである。29は高界の口縁部で大きく外反 して広

がる。体部外面はヘラミガキを施 している。30は底径17,2cmの高雰脚部で、

郭部を欠 く。また円形の透かしを穿つが、欠損 している。外面は磨滅が著 しい

がヘラミガキを施 していると思われる。内面は磨滅のため不明である。32は郭

裾部を欠 く中実の高界である。調整は縦方向のヘラミガキを施 している。

33は 口径11.6cm、 器高21.Ocmを 測る広口壺である。体部外面はヘラミガキを

施 し、胴体部には横方向のヘラミガキを施 している。内面はハケメ調整を施す。

34は 口径12.Ocmを測る広口壺である。外面の口縁部と体部には丁寧なヘラ

ミガキが調整されている。

35は壺の底部と思われる。わずかに突出した底部もち、体部は球胴形を呈す

るものと考えられる。内面の調整は不明であるが、外面には縦方向のヘラミガ

キを施 している。

36は壺の底部で、

と考えられる。内面

37～ 46は甕、壺、

鉢の底部である。

40は 甕の底部で右

上が りのタタキ調

整をもつ。41は 有

孔鉢の底部である。

48は 、底部外面に

木葉圧痕が見 られ

る。44は 壺の底部

で内面 にハケが見

られる。

写真9 生駒西麓産弥生土器

わずかに突出した底部を持つ、体部は球胴形を呈するもの

。外面の調整は磨滅のため不明である。

7q
n

-23-



Ⅱ.調査の成果

搬入土器

SR202

SD201

47は 国径22.6cmの鉢で、日縁部が外側にひらく内面は磨滅 しているが、外

面には縦方向のヘラミガキ調整で仕上げられる。

48は鉢である。内湾する体部に口縁部が体部から緩やかに外反 しながら延び、

端部を丸 く収める。内面・外面の調整は磨滅が著 しく不明である。49は 口径

40,Ocmの大型の鉢である。頸部が屈曲 した後、口縁は外反 し、端部は平坦で

ある。外面はヘラミガキである。

50～ 53は黒褐色シル ト層出土、54～ 56は SR201か ら出土 した生駒西麓産の胎

上の特徴を示す弥生土器の破片である。いずれの破片も胎土に角閃石を多量に

含み器壁の厚みから同一固体と考えられる。内面 。外面とも磨滅が著 しく調整

は不明である。

2-2区の南西側で検出された自然河道である。規模は、幅 7m以上である

が、南側の河道肩は調査区外になるため、検出されていない。河道の埋土とな

る黒灰色 シル ト・茶褐色 シル トからは少量の弥生時代後期の上器が出土 してい

る。この河道は昭和57年度調査 (天神川その 1)と 昭和60年度調査 (城 ノ前地

区第 7次)で確認されている河道の続きと考えられ、このときの調査では弥生

土器と古墳時代の須恵器・土師器が出上 している。

2区西半で検出された直線的な溝であるが、南端は、8D202に切られている。

検出長約 6m、 深さ13cmを測るが、埋土である灰色砂質 シル トから少量の弥

生時代後期の土器が出土 している。

写真10 調査作業風景
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Ⅲ.ま とめ (集落の変遷)

弥生時代後期～

古墳時代初頭

古墳時代

奈良時代～

平安時代

Ⅲ。まとめ (集落の変遷)

最後に今回の調査における成果を踏まえて、周辺の調査結果を援用 しつつ現

在までに判明している郡家遺跡の集落域の推移をみていきたい。

郡家遺跡は住吉川右岸の扇状地の西側の緩斜面地に立地 し、これまでの発掘

調査の結果、弥生時代後期から室町時代以降まで継続的に集落が営まれてきた

ことが判ってきている。その多 くは弥生時代後期、古墳時代後期と奈良時代～

平安時代を中心に占められている。 しかし御影中町の調査では弥生時代中期ま

で遡る遺構が確認されるなどの事実もある。今回は」R神戸線以北の城ノ前地

区、篠ノ坪地区、大蔵地区等の発掘調査の成果も踏まえて集落の変遷を概観 し

ていきたいと思う。

城ノ前地区や篠ノ坪地区では弥生時代後期から古墳時代初頭の竪穴住居が散

漫的に確認されているが、棟数 も少なく集落を形成するものではないように思

える。 しかし、自然河道から出土 している弥生土器は多量であるため、水害等

により流失や削平を受けたものと考えたほうがよい。大蔵地区 7次地点でも自

然河道の近 くでこの時期の竪穴住居 3棟が確認されているが、この時期に該当

する遺構・遺物は城ノ前地区に比べて圧倒的に少ない。 しかし、今後の調査の

進捗により住居の数が増加するかもしれない。

また、この時期の墓域は、天神川流域の南北方向に方形周溝墓 。円形周溝墓・

土器棺墓 。木棺墓・集石基が確認されているため、この付近で墓域を形成 して

いる。

城ノ前地区や篠ノ坪地区では古墳時代中期から後期の集落が自然河道の埋没

した上に形成されることが多 く、水害などの災害に遭いやすい場所に占地 して

いる。自然河道から多量の遺物が出土することは、度々の洪水や土石流の発生

により集落が押 し流されていることを物語っている。このころの集落は、城ノ

前地区と篠ノ坪地区を中心に増加傾向にあり、岸本地区 1・ 2次地点と地蔵元

地区 3次地点でも竪穴住居が検出されるなど特に山手幹線と弓場線が交差する

地点の北側と西側に限っては竪穴住居の検出例が多 く密集 している。この交差

点の南側の篠ノ坪地区13次地点以南は確認されていない。南側については居住

域から外れるようで、南東側にあたる大蔵地区7次地点では後期の竪穴住居 1棟

のみを確認 している。

弓場線沿いの調査から理解できるように、天神川の流域に沿うように流下す

る自然河道が複雑に交錯 している事実から、集落は河道縁辺部に展開していっ

たものと考えられる。

今まで古墳時代後期の墓域は定かではなかったが、下山田地区 4次地点では

古墳時代後半から終末期の小石室墳が 3基確認されている。 これらの群集墳の

存在でこの地域の墓域がこの付近に展開するものと思われる。

奈良時代になると、律令制度の施行に伴い、全国各地に郡衡が設置される。

遺跡内に残る「郡家」と「大蔵」の地名から摂津国菟原郡行の推定地とされて

きた。

大蔵地区 1～ 3次地点では奈良時代から平安時代に該当する掘立柱建物を検

出している。大蔵地区 7次地点ではこの時期に先行する飛鳥時代の掘立柱建物
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Ⅲ.ま とめ (集落の変遷)

中世

おわりに

3棟を確認 している。また、下山田地区 1・ 2次地点でも平安時代の建物 3棟

を確認 している。同時期の建物や遺構は城ノ前地区では減少する傾向で集落域

の中心が東側の大蔵地区や下山田地区に移ってきていることが判る。

今回の第85次調査ではこの時期に該当すると思われる掘立柱建物 1棟を検出

している。自然河道の東側の場所で、先の大蔵地区の建物群の方位と近いこと

から一連の建物の一部と考えている。

これらの地区では比較的大きな柱掘方をもち、建物の方位を規則的にあわせ

るなど計画的に建てられているため、郡衛に関連する施設として位置づけられ

ている。ただ、中心となる施設が確定 しておらず、実証的な遺物が乏 しいため

この付近に存在 していた可能性があるということに留めておきたい。

鎌倉時代から室町時代では、山手幹線以北の城ノ前地区で掘立柱建物や遺構

の検出例が集中している。特筆すべきものに平成元年度・ 2年度に行われた弓

場線内調査の際に、東西方向にのびる中世末の石組暗渠が見つかり平野城との

関連が示唆されている。山手幹線沿いにある忠勝寺は平野忠勝の菩提寺として

知 られ、「城ノ前J「滝ヶ鼻」などの字名や「大手筋」の名称がその名残といわ

れている。

以上のように雑然と述べてきたが、今回の調査は調査地周辺の調査結果を補

完する形となった。今回の調査で郡家遺跡が弥生時代後期と奈良～平安時代を

中心に展開していった遺跡であったことが改めて理解できた。さらなる周辺で

の調査により新たな事実が期待される。

写真11 区画整理以前の御影周辺 (昭和50年代航空写真)
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写真図版 1
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1区・ 2-1区 第 1遺構面全景 (西から)

1区・ 2-1区 第 2遠構面全景 (南西から)



写真図版 2

1区北側拡張区 第 1遠構面
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写真図版 3
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2-2区  第 1遠構面全景 (東から)

2-2区  第 1遺構面全景 (北から)



写真図版 4
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2-2区  第 2遠構面全景 (東から)

2-2区 第 2還構面全景 (北から)



写真図版 5
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SR201弥 生土器出土状況 (南から)

SK201土層断面 (南 から)
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第 1遺構面全景 (東から)

3区 第 2遠構面全景 (東から)



写真図版 7

SB101出 土遠物

黒褐色シル ト層出土遺物 (4～ 6・ 8～ 11・ 13～ 19)



写真図版 8

SR201出土遺物 (1)



写真図版 9

SR201出土遺物 (2)
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要 約
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料を得ることができた。
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